青風荘　　フェイスシート

平成22年　2月　8日　担当：中村　文洋　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　小向　武雄　様　　　　　男・女　　　　昭和　9年2月26日生（　75歳）

	
	〒039-1104　住　所　八戸市田面木赤坂35-9　　　電話　0178-27-7658　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　無し

	
	発症時期
	　　Ｓ32年　月頃（23歳時頃）
	罹 患 期 間
	約52年

	
	入院回数
	　　３回　　
	延べ入院年数
	　約　42年　　ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　千葉　良　Dr　）
	外来受診日
	土曜日（隔週）

	医療区分
	後期高齢者医療
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	　5000円
	精神（　1　級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金1級（8.3万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　
	負担上限月額
	5000円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア

	住まいの場
	　青風荘

	入所年月日
	Ｈ13年5月31日
	身長
	164cm
	体重
	65.2kg

（＋1.0）

	最終学歴
	岩手県立福岡高校　卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	　帽子問屋（東京出稼ぎ　本人談　約1年）　農業・魚加工（時期・詳細不明）
	

	保　護　者
	氏　　名　　　小向　伊喜雄　様　　　　　　　続柄　　長兄　　　　（同居・否）

	利用目的

周囲との交流や社会との接点を増やし、生活技術・自発性の向上を図る。



	入院・治療歴　初診日

１　S24年　？月（3ヶ月）　　　　　　　外来　　　　岩手医大（病名不詳）
２　S25年　？月（6ヶ月）　　　　　　　入院　　　　福岡町杉本医院（結核）

３　S30年　1月（？月）　　　　　　　　入院　　　　浄法寺町診療所（結核）

４　S32年　？月（1年間）　　　　　　　入院　　　　二戸療養所（結核）

５　S34年　４月　　　　　　　　　　　　外来　　　　岩手医大精神科

６　S34年　？月　　　　　　　　　　　　入院　　　　南光病院（岩手県）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入院　　　　二戸療養所精神科

７　S40年　11月　　　　　　　　　　   　入院　　　　青南病院

	生活歴　

S24年、15歳頃（中学3年高校受験頃）より、頭痛を訴え始め、岩手医大に３ヶ月程通院（病名不詳）

高校入学直前に結核になり、１年間休学する。S29年高校卒業後、上京して就職するが、結核を再発し、S30年1月に帰郷し浄法寺町診療所に入院する（期間不詳）S31年3月に再上京し就職するが、結核が再発し、S32年、二戸療養所へ１年間入院する。この頃より、幻聴・妄想様の症状に家族が気付き、S34年4月岩手医大精神科を受診し通院していたが、以後、南光病院と二戸療養所（精神科）へ入院する（期間不詳）S40年に八戸類家に移り住むが半年位で幻聴・妄想様訴えが出現し、S40年11月17日に青南病院入院となる。H13年5月退院し、そのまま青風荘入所。現在に至る。

	家族構成　　　　　　　　　　伊喜雄様

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　





	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

本人への関わりは長兄である伊喜雄氏夫妻が主。他の兄弟とは盆・正月に会うことがある程度で、疎遠となっている様子。兄は高齢であるが、年に1～2回程本人を自宅へ連れて外泊させています。

次の保護者としては任せられるのは、近所に住む三男義雄様（本人のすぐ下の弟）との事です。




平成　22年　2月　8日（月）

	氏　名
	　　小向　武雄　様
	男・女
	生年月日
	　　　Ｓ9年2月26日　（75歳）


	長期目標（中期・短期）

	　青風荘での生活・デイナイトケアでのプログラム等を通じ、周囲との交流を持ち生活技術の向上を図る。


　　　　　　

	これまでの経過　（　前回　H21年8月31日）

	①　日常生活全般に声掛け・見守りを要する　（継続）

②  高齢に伴う心身機能の低下　　　　　　　（継続）
【　問題点の経過について　】

1 日常生活全般に声掛け・見守りを要する　

整容　○髭剃りを行わない事、剃っても剃り残しがみられる事があります。

〇一日に何度も下着を交換して、洗濯することがあります。上着やズボンについても声掛けをしないと何日も同じ物を着る事があります。

掃除　○週末には自室の掃除をしていますが、掃除機を使い方が不十分で埃が取れていないことがあります。

食事　○食事の時に、ご飯やおかずを交互に食べるよう声掛けを要しています。また、詰め込んで食べるので急いで食べないよう促す必要があります。また、おやつとコ－ヒ－は事務室管理とし、決まった時間に適量を渡しています。

洗濯　○洗濯機に衣類を入れた後は、洗濯物の取り込みや乾燥など倉石様やスタッフに任せようとする為、その都度自分で行うよう促しています。また、衣装の収納についても洗濯したものを押入れにただ入れていることが多く、種類別に衣類を分けて収納するように促しています。

入浴　○身体の洗い方が手やタオルで体を撫でる程度になることがあり、十分に洗うよう声掛けを要しています。

※日課全般に声がけがや見守りが必要になっており、その都度指導していますが「ハイ。ハイ。」と返答のみで聞き流している状態です。生活理解・実践まで至っていない状況です。
②  高齢に伴う心身機能の低下　　　　　　　

・荘内での過ごし方として、ホールではお茶やコーヒーを飲んで過ごしています。冬場になってからは、ホールでは居眠りして過ごす事が多くなっています。

・朝のラジオ体操、毎週金曜日の買物へ散歩も兼ねて出掛け体力の維持を図っています。

【　病状・服薬について　】

○H21.9/3　左眼に浮腫様の腫れがあります。ポマードを手に付けたまま目を擦った可能性ある為、手洗いの指導を行っています。

○H21.10/9　洗面所にてプラスチックを細かく切ったものを持っており、本人「２つ、３つ飲んだ」と話されています。その後不調の訴えなく、食事も全量摂取されています。

○服薬は事務室管理となっており、服薬時間に遅れる事はなく忘薬も見られません。時折、ニヤツキが見られていますが、特に問題なく訴えもありません。

【　家族関係について　】

○H21.12/30～1.2まで兄夫婦様迎えにて実家への外泊へ出かけられています。外泊については、「良かった、餅食ってきた」と話されています。


	問題点
	介入方法
	支援期間

	1 日常生活全般に声掛け・見守りを要する


	○整容面

· 髭剃りがうまくできない場合には、職員が髭剃りの見本を見せるなど分かりやすく示していく。

· 同じ服装が続く事や、汚れた衣類を着用している場合には臭いや汚れを指摘し、着替えを促していく。

○掃除

・　自室の掃除は定期的にスタッフが確認し、不十分な場合は、一緒に掃除を行っていく。

○食事について

· ご飯とおかずを交互に食べるように、また、詰め込まずに良く噛んで食べるよう声掛けをしていく。

○洗濯について

· 洗濯する際には、着用した衣類であることを確認して洗濯をするよう声掛けしていく。

· 他入所者に洗濯をしてもらうのではなく、自分で行うよう促していく。

· 洗濯後の衣類の収納についても種類ごとに収納できているかスタッフが確認、支援を行う。

○入浴について

· 身体を十分に洗えているか確認、声掛けを行う。
	　　ヶ月

	②高齢に伴う心身機能の低下
	· 健康プログラムや毎日のラジオ体操など定期的に運動を行う機会を継続して設けていく。

· 自分から不調があっても伝えてこない為、普段から観察を密にして体調等の確認をしていく。

· おやつの買い出しへ連れて行くなどして身体機能の低下を防ぎ、体重増加を防止する。
	　ヶ月


プラン計画者　氏名：

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室

姉（盛岡）





本人





義雄様（浄法寺）し酢設





弟（浄法寺）





弟（岩手町）





弟（福島）





弟（盛岡）








